
矢
田
津
世
子
「
茶
粥
の
記
」
に
お
け
る
食
表
象
試
論

―
―
戦
前
期
の
娯
楽
的
食
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
―
―

加
藤

明
日
菜

は
じ
め
に

矢
田
津
世
子
「
茶
粥
の
記
」
は
一
九
四
一
年
の
『
改
造
』
二
月
号
に
発
表
さ

れ
た
作
品
で
あ
る
。
作
者
の
矢
田
津
世
子
は
一
九
〇
七
年
六
月
、
秋
田
県
生
ま

れ
。
一
九
一
六
年
に
一
家
全
体
で
上
京
、
一
九
二
〇
年
に
麴
町
高
等
女
学
校
に

入
学
、
一
九
二
四
年
に
同
学
校
を
卒
業
し
、
一
九
二
五
年
か
ら
日
本
興
業
銀
行

に
勤
務
、
一
九
二
七
年
に
は
同
銀
行
を
退
職
し
、
兄
・
不
二
郎
の
転
勤
に
伴
い

名
古
屋
へ
移
住
す
る
。
一
九
二
九
年
に
は
『
女
人
芸
術
』
の
名
古
屋
支
部
員
と

な
り
、
文
学
活
動
を
開
始
。
一
九
三
一
年
に
は
笹
村
雪
子
を
頼
り
再
び
上
京
、

作
家
活
動
に
邁
進
し
一
九
三
六
年
に
代
表
作
と
な
る
「
神
楽
坂
」
を
発
表
、
文

壇
で
の
地
位
を
固
め
る
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
の
共
産
党
へ
の
資
金
援
助
の

疑
い
で
の
検
挙
・
一
〇
日
間
の
留
置
経
験
よ
り
健
康
を
損
な
い
、
さ
ら
に
一
九

四
〇
年
に
は
肺
炎
に
か
か
り
、
闘
病
し
な
が
ら
執
筆
を
続
け
る
も
一
九
四
四
年
、

三
七
歳
に
し
て
逝
去
（
１
）

す
る
。

矢
田
が
三
三
歳
の
時
に
発
表
し
た
「
茶
粥
の
記
」
は
、
清
子
と
い
う
女
性
が

夫
・
鈴
木
に
先
立
た
れ
、
姑
と
二
人
、
東
京
か
ら
故
郷
の
秋
田
へ
帰
る
ま
で
の

様
子
が
、
生
前
の
夫
の
回
想
を
交
え
な
が
ら
語
ら
れ
る
と
い
う
の
が
そ
の
概
要

で
あ
る
が
、
こ
の
夫
・
鈴
木
が
奇
妙
な
食
通
な
の
で
あ
る
。
区
役
所
に
勤
め
る

彼
は「
食
通
と
し
て
役
所
の
人
た
ち
や
雑
誌
の
上
な
ど
で
名
が
知
ら
れ
て
ゐ
た
」

の
で
あ
る
が
、
実
は
「
何
処
か
で
聞
き
か
じ
つ
た
話
だ
の
雑
誌
や
書
物
な
ど
で

眼
に
つ
い
た
」
も
の
を
記
憶
し
、
た
だ
そ
れ
に
「
想
像
の
翼
を
与
へ
」
て
語
る

だ
け
の
食
べ
な
い
食
通
で
あ
り
、「
想
像
」
な
ら
ば
「
ど
ん
な
も
の
で
も
食
べ

ら
れ
る
」
と
鈴
木
は
そ
の
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
。

し
か
し
、
同
時
代
評
に
お
い
て
は
、
市
井
の
庶
民
生
活
を
描
い
た
も
の
と
し

て
評
価
さ
れ
、
食
通
や
清
子
自
慢
の
粥
料
理
な
ど
の
食
モ
チ
ー
フ
は
看
過
さ
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
。
清
子
が
姑
と
共
に
東
京
を
去
る
様
子
を
「
食
道
楽
の
亡
夫

や
、
孤
独
感
の
強
い
姑
へ
寄
せ
る
感
懐
と
と
も
に
描
い
た
も
の
」で
あ
り「
淡
々

と
し
た
中
に
も
し
つ
く
り
し
た
も
の
が
（
２
）

あ
る
」、「「
本
心
」
が
自
然
に
流
露
し

た
温
か
さ
」が
あ
り「
し
か
も
そ
の
底
に
知
性
の
輝
き
が
あ
る
か
ら
（
３
）

い
い
」、「
現
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実
そ
の
も
の
に
肉
迫
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
示
し
て
ゐ
る
」
矢
田
の
「
完
璧
の

感
じ
を
与
へ
る
よ
（
４
）

き
作
」
と
評
価
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
評
で
は
食
に
関
す

る
描
写
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
上
司
小
剣
も
本
作
の
持
つ
情
緒
性
を
「
女
性

の
作
家
で
な
け
れ
ば
書
け
ぬ
手
際
を
見
せ
て
ゐ
る
」
と
評
価
し
つ
つ
、
一
方
で

「
た
だ
描
か
ざ
る
画
家
と
い
ふ
の
は
あ
る
が
、
食
は
ざ
る
食
通
の
一
條
は
少
し

大
袈
裟
で
噴
飯
も
の
で
（
５
）

あ
る
」
と
し
て
鈴
木
の
食
通
描
写
に
は
難
色
を
示
し
て

い
る
。

一
方
、
八
〇
年
代
以
降
、
本
作
は
グ
ル
メ
小
説
と
し
て
再
発
見
・
再
評
価
さ

れ
て
い
く
。
篠
田
一
士
は
「
口
腹
の
よ
ろ
こ
び
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
読
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
（
６
）

れ
る
」
と
評
し
、
ま
た
千
葉
俊
二
は
食
わ
ざ
る
食
通

を
描
い
た
本
作
は
「
今
日
の
一
億
総
グ
ル
メ
時
代
を
嘲
笑
う
が
ご
と
き
（
７
）

絶
品
」

だ
と
す
る
。
千
葉
の
こ
う
し
た
評
は
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
「
そ
れ
を
実
際

に
食
べ
る
か
、
ど
う
か
と
は
関
係
な
し
に
、
美
味
に
関
す
る
情
報
そ
の
も
の
を

楽
し
む
こ
と
が
社
会
的
に
容
認
さ
れ
は
じ
め
た
」
昭
和
四
〇
（
８
）

年
代
か
ら
現
代
に

か
け
て
の
日
本
の
食
状
況
に
対
す
る
、
本
作
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
性
格
を
指
摘

す
る
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
食
表
象
に
強
い
関
心
を

寄
せ
て
い
た
大
河
内
昭
爾
も
「
市
井
の
生
活
の
一
瑣
事
を
ユ
ニ
ー
ク
な
主
題
に

託
し
て
、
人
生
の
余
情
を
感
じ
さ
せ
る
見
事
な
（
９
）

短
編
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

本
来
食
へ
の
関
心
は
実
際
の
食
味
体
験
へ
の
欲
望
と
密
接
に
結
び
付
い
た
も

の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
鈴
木
が
た
だ
あ
る
食
物
を
想
像
し
、
語
る
こ
と
に
充
足

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
食
物
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
は
た
ら
き
出
す
想

像
力
の
運
動
、
精
神
の
遊
戯
こ
そ
が
（
１０
）

眼
目
」
な
の
だ
と
指
摘
し
て
み
せ
た
の
は

種
村
季
弘
で
あ
る
。
ま
た
、
本
作
を
「
食
通
小
説
」
と
見
做
す
真
銅
正
宏
は
、

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
夫
の
遺
稿
と
な
っ
た
食
通
談
を
読
ん
だ
清
子
が
「
つ
ば
が
出

て
き
」
た
と
す
れ
ば
、
読
者
も
ま
た
「
そ
の
料
理
が
「
つ
ば
が
出
て
」
く
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
」
の
で
あ
り
、

「「
茶
粥
の
記
」
は
、
料
理
の
伝
達
に
関
し
て
、
そ
れ
が
想
像
力
に
委
ね
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
極
端
に
形
象
化
し
た
作
品
で
（
１１
）

あ
る
」
と
し
て
、

本
作
の
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
。
真
銅
は
さ
ら
に
、
伝
聞
情
報
で
構
築
さ
れ
た

鈴
木
の
食
通
談
は
「
料
理
を
再
現
し
た
話
で
は
な
く
、
再
現
す
る
実
体
の
な
い
、

再
現
行
為
だ
け
が
自
立
し
て
存
在
し
て
い
（
１２
）

る
話
」
で
あ
る
と
し
、
種
村
同
様
、

鈴
木
の
食
通
と
し
て
の
異
端
的
性
格
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
食
通
談
の
出
典
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

グ
ル
メ
小
説
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
き
た
本
作
で
あ
る
が
、
発
表
は
日
中
戦

争
下
で
あ
る
一
九
四
一
年
の『
改
造
』二
月
号
で
あ
り
、
ま
た
作
中
時
間
も「
事

変
に
な
つ
て
か
ら
は
」「
物
資
不
足
」
と
い
っ
た
描
写
か
ら
発
表
と
ほ
ぼ
同
時

期
と
推
測
さ
れ
る
。
本
作
は
グ
ル
メ
志
向
が
強
い
た
め
か
、
発
表
時
期
及
び
作

中
時
間
が
日
中
戦
争
下
で
あ
り
、
作
中
に
も
描
写
さ
れ
る
食
糧
不
足
と
い
う
時

代
背
景
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
食
通
と
し
て
の
鈴
木
の
異

端
性
は
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
な
い
し
食
情
報
の
娯

楽
化
と
い
う
同
時
代
の
社
会
現
象
が
着
目
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
位
相
が
検
討
さ

れ
る
機
会
は
こ
れ
ま
で
な
く
、
ま
た
同
時
代
の
食
に
ま
つ
わ
る
メ
デ
ィ
ア
状
況

も
未
整
理
な
部
分
が
多
い
と
言
え
、
そ
の
こ
と
が
本
作
の
歴
史
的
読
み
を
妨
げ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
目
的
は
、「
茶
粥
の
記
」
に
関
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連
す
る
と
思
わ
れ
る
食
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
を
概
観
し
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
と

戦
時
下
の
食
糧
不
足
と
い
う
時
代
背
景
を
視
座
と
す
る
場
合
の
解
釈
可
能
性
及

び
課
題
を
提
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
今
回
本
稿
が
対
象
と
す
る
作
品
は
「
茶
粥

の
記
」
で
あ
る
が
、
以
下
展
開
な
い
し
提
案
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
他
の
作

品
の
食
表
象
分
析
へ
応
用
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
前
後
か
ら
敗
戦
ま
で
の
娯
楽
的
食
情
報

第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
し
て
日
本
の
資
本
主
義
経
済
は
発
展
し
、「
中

流
生
活
者＝

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
社
会
階
層
が
出
現
し
、
百

貨
店
が
そ
れ
ま
で
の
高
級
志
向
か
ら
転
じ
中
流
生
活
者
を
主
な
顧
客
層
と
し
て

い
く
よ
う
に
、
そ
の
勢
力
の
拡
大
は
「
モ
ダ
ン
生
活
と
大
量
生
産
品
へ
の
嗜
好

を
鮮
明
に
す
る
大
衆
消
費
社
会
の
成
立
を
決
定
（
１３
）

づ
け
」
た
。
そ
し
て
、
関
東
大

震
災
以
後
、
大
衆
化
し
た
百
貨
店
の
食
堂
や
そ
れ
を
模
倣
し
た
百
貨
店
式
食
堂

が
中
産
階
級
の
女
性
や
家
族
連
れ
を
主
な
顧
客
と
し
栄
え
始
め
る
が
、
一
方
男

性
客
が
女
性
と
の
性
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
飲
食
空
間
と
し
て

の
カ
フ
ェ
や
バ
ー
も
繁
栄
し
、
外
食
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
を
伴
っ
て
大
衆
化
し
て

い
（
１４
）

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
出
現
し
つ
つ
あ
っ
た
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
趣
味
と
し
て
の
食
と
い
う
現
象
が
登
場
し
始
め
た
こ
と
を
南
博
は
以

下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

（
…
）
昭
和
五
年
に
は
、
本
巻
に
も
収
録
し
た
『
通
双
書
』
に
天
ぷ
ら
、

そ
ば
、
す
し
な
ど
に
関
す
る
食
味
評
論
の
先
駆
書
が
出
て
く
る
。

明
治
末
以
来
さ
か
ん
に
使
わ
れ
始
め
た
「
趣
味
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、

食
事
に
つ
い
て
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
貴
族
院
議
員
木
下
謙
二
郎
の

『
美
味
求
真
』（
大
正
一
二
年
刊
）
と
い
う
本
が
食
通
の
代
表
的
な
著
書

と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
食
と
い

う
こ
と
が
日
常
生
活
で
も
た
と
え
ば
家
庭
外
の
会
食
で
も
味
覚
を
洗
練
す

る
と
い
う
意
味
で
、
当
時
の
文
化
生
活
の
一
つ
の
面
を
形
成
（
１５
）

し
た
。

通
叢
書
は
一
九
三
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
「
楽
し
み
の
少
な
い
、
現
代
人

の
退
屈
な
心
臓
を
ま
ぎ
ら
は
せ
や
う
と
し
て
」「
趣
味
の
通
の
（
１６
）

要
諦
」
を
記
述

す
る
目
的
で
全
四
七
巻
が
刊
行
さ
れ
、
う
ち
一
二
巻
が
食
物
か
飲
食
店
に
纏
わ

る
も
の
で
（
１７
）

あ
り
、
食
に
関
す
る
も
の
が
シ
リ
ー
ズ
中
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
。同

時
期
、
新
聞
に
お
い
て
も
食
味
評
論
記
事
が
連
載
さ
れ
、
大
き
な
人
気
を

博
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
以
後
の
新
聞
連
載
の
食
味
評
論
も
の

で
い
ち
早
い
の
は
、
一
九
二
七
年
八
月
一
七
日
か
ら
一
〇
月
二
八
日
に
か
け
て

『
東
京
日
日
新
聞
』
の
社
会
面
に
連
載
さ
れ
た
「
味
覚
極
楽
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
。
こ
の
連
載
は
同
年
、
東
京
日
日
新
聞
社
会
部
編
『
味
覚
極
楽
』（
光
文
社
、

一
九
二
七
年
一
二
月
）
と
し
て
出
版
さ
れ
る
が
、
同
連
載
を
担
当
し
た
小
野
賢

一
郎
は
「
序
」
に
お
い
て
「
私
の
直
接
あ
づ
か
つ
た
新
聞
の
読
み
物
と
し
て
、

こ
れ
ほ
ど
い
ゝ
意
味
の
反
響
の
あ
つ
た
こ
と
を
知
ら
（
１８
）

な
い
」
と
語
っ
て
お
り
、

読
者
の
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、『
読
売
新
聞
』
に
お

― 96 ―



い
て
も
、
一
九
三
二
年
九
月
一
四
日
か
ら
一
〇
月
二
八
日
に
か
け
て
「
味
覚
の

秋
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
著
名
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
食
味
評
論
記
事
が
連

載
さ
れ
、
一
九
三
三
年
四
月
一
三
日
か
ら
五
月
三
日
に
か
け
て
、
料
理
人
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
板
前
さ
ん
の
台
所
拝
見
」
が
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ

の
連
載
は
、
恐
ら
く
書
き
下
ろ
し
と
思
わ
れ
る
安
井
笛
二
に
よ
る「
食
味
漫
談
」

と
共
に
食
辛
抱
編
『
美
味
珍
味
』（
丸
ノ
内
出
版
社
、
一
九
三
三
年
七
月
）
に

ま
と
め
ら
れ
、
出
版
さ
れ
た
。
序
文
に
あ
た
る
も
の
が
な
い
た
め
、
人
気
の
ほ

ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
翌
年
、
安
井
笛
二
に
よ
る
食
味
評
論
が
大
幅
に
加
筆
さ

れ
、
安
井
笛
二
編
著
『
食
味
漫
談
』（
丸
之
内
出
版
社
、
一
九
三
四
年
八
月
）

と
し
て
再
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
一
年
後
に
こ
の
よ
う
な
増
訂
版
が
出
版
さ
れ
る

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
反
響
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、『
読
売
新
聞
』
で
は
一
九
三
七
年
五
月
三
一
日
か
ら
七
月
一
三
日

に
か
け
て
「
味
覚
の
秋
」
同
様
、
著
名
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
食
味
評
論
記

事
が
「
初
夏
味
覚
」
と
し
て
連
載
さ
れ
、
同
記
事
は
読
売
新
聞
婦
人
部
編
『
食

通
放
談
』（
秋
豊
園
出
版
部
、
一
九
三
七
年
七
月
）
と
し
て
連
載
終
了
直
後
の

七
月
下
旬
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
序
文
に
あ
た
る
も
の
は
な
い
が
、

『
読
売
新
聞
』
の
一
九
三
七
年
七
月
二
七
日
付
の
朝
刊
で
は
同
書
の
広
告
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、「
読
売
新
聞
に
連
載
さ
れ
、
白
熱
的
な
人
気
を
呼
ん
で
ゐ
た

（
１９
）

記
事
」
を
ま
と
め
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真
銅
に
よ
れ
ば
同

書
は
一
九
三
九
年
に
再
版
さ
れ
て
（
２０
）

お
り
、
広
告
に
謳
わ
れ
る
通
り
人
気
の
あ
る

企
画
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
種
の
食
味
評
論
本
は
華
族
や
僧
侶
、
作

家
に
画
家
、
有
名
料
理
店
の
料
理
人
な
ど
様
々
な
人
物
が
自
ら
の
快
い
食
味
体

験
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
語
ら
れ
る
食
物
の
種
類
は
身
近
な
も
の
か
ら
日
本
の

郷
土
料
理
や
海
外
の
料
理
、
入
手
や
調
理
が
困
難
な
珍
味
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

こ
の
間
、
同
様
に
新
聞
連
載
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、『
時
事
新

報
』
の
連
載
記
事
を
収
録
し
た
時
事
新
報
社
家
庭
部
編
『
東
京
名
物
食
べ
あ
る

記
』（
正
和
堂
書
房
、
一
九
二
九
年
一
二
月
）
や
、
そ
の
翌
年
に
出
版
さ
れ
た

本
山
荻
舟
編
『
美
味
廻
国
―
―
荻
舟
料
理
雑
話
』（
四
條
書
房
、
一
九
三
一
年

四
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
東
京
名
物
食
べ
あ
る
記
』
も
梓
月
散
人
の
「
叙
」

に
よ
れ
ば
「
世
間
評
判
の
読
物
」
で
あ
り
、
白
木
正
光
の
「
は
し
が
き
」
で
は

「
多
大
の
好
評
を
博
し
た
」
新
聞
連
載
記
事
を
ま
と
め
た
（
２１
）

も
の
と
さ
れ
る
が
、

同
じ
白
木
が
編
集
に
携
わ
っ
た
『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る
記
』
昭
和
八

年
版
（
丸
ノ
内
出
版
社
、
一
九
三
三
年
四
月
）
は
同
書
の
記
事
を
複
数
引
き
継

い
で
（
２２
）

お
り
、『
東
京
名
物
食
べ
あ
る
記
』
は
『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る

記
』
昭
和
八
年
版
の
前
身
だ
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、『
美
味
廻
国
―

―
荻
舟
料
理
雑
話
』
も
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、『
報
知
新
聞
』
で
連
載
さ

れ
、「
か
な
り
大
き
な
反
響
の
あ
ツ
た
」
と
い
う
「
食
料
お
国
自
慢
」
と
い
う

記
事
を
ま
と
め
、「
荻
舟
料
理
雑
話
」
と
題
さ
れ
た
食
に
関
す
る
文
章
を
「
附

録
の
雑
稿
」
と
し
て
加
え
て
刊
行
し
た
（
２３
）

も
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
当
時
大
き
な
反
響
の
あ
っ
た
グ
ル
メ
本
と
し
て
、
先
の
白
木
正
光

編
著
『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る
記
』
昭
和
八
年
版
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

発
売
と
同
時
に
人
気
を
博
し
、
二
週
間
後
に
は
再
版
、
発
売
一
カ
月
半
後
に
は

六
版
を
重
ね
、
二
年
後
に
は
白
木
版
を
基
底
と
し
つ
つ
加
筆
し
た
安
井
笛
二
著
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『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る
記
』
昭
和
十
年
版
（
丸
ノ
内
出
版
社
、
一
九

三
五
年
五
月
）
が
刊
行
、
こ
ち
ら
も
一
〇
日
で
四
版
を
重
ね
て
お
り
、
人
気
の

高
さ
が
う
か
が
（
２４
）

え
る
。

こ
れ
ら
食
味
評
論
の
人
気
は
、
食
に
纏
わ
る
娯
楽
情
報
の
需
要
の
高
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。
食
味
評
論
で
は
、
味
を
語
る
た
め
に
食
材
の
生
態
や
産
地
、
調

理
法
も
同
時
に
語
ら
れ
、
食
物
の
解
説
、（
実
現
可
能
性
の
程
度
は
様
々
で
あ

る
が
）
レ
シ
ピ
と
い
う
性
格
も
一
面
で
は
帯
び
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の

主
眼
は
食
物
の
学
術
的
知
識
や
レ
シ
ピ
の
提
示
な
ど
で
は
な
く
、
美
味
と
い
う

快
楽
の
追
求
そ
の
も
の
や
、
提
示
さ
れ
た
言
語
情
報
か
ら
想
像
力
を
媒
介
と
し

未
知
の
食
味
を
楽
し
む
と
い
う
情
報
消
費
的
な
娯
楽
性
で
あ
る
と
考
え
ら
（
２５
）

れ
る
。

こ
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
実
際
の
食
体
験
の
再
現
可
能
性
に
関
わ
ら
ず
、

食
味
評
論
は
娯
楽
的
読
み
物
と
し
て
成
立
し
、
人
気
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
言
語
情
報
か
ら
味
を
想
像
し
て
楽
し
む
、
と
い
う
娯
楽
の
回

路
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
食
通
に
関
す
る
定
義
を
見
て
も
同
様
で
あ
る
。
湯
朝
竹
山
人
は

『
食
通
耳
学
問
』（
紅
玉
堂
書
店
、
一
九
三
〇
年
六
月
）
に
お
い
て
「
食
通
即

贅
沢
で
、
贅
沢
要
求
の
趣
味
か
ら
胚
胎
し
（
２６
）

た
る
」
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
六
年
後
に
出
版
さ
れ
た
魚
谷
常
吉
『
味
覚
法
楽
』（
秋
豊

園
出
版
部
、
一
九
三
六
年
七
月
）
で
は
、「
食
通
と
は
、
美
味
、
滋
味
、
珍
味

等
の
本
味
一
切
に
通
ず
る
素
人
を
い
ふ
の
で
、
こ
れ
は
生
れ
乍
ら
の
も
の
で
は

な
く
、
相
当
色
ん
な
も
の
を
食
ひ
、
研
究
も
し
て
始
め
て
成
り
得
る
（
２７
）

も
の
」
と

さ
れ
つ
つ
も
、
魚
谷
は
、
当
時
見
ら
れ
た
食
通
を
①
「
富
豪
の
食
通
」、
②
「
普

通
の
食
通
」、
③
「
貧
乏
人
の
食
通
」、
④
「
似
而
非
通
人
」
の
四
種
に
分
類
し
、

④
「
似
而
非
通
人
」
を
「
こ
れ
は
現
代
に
最
も
多
い
食
通
で
、
新
聞
、
雑
誌
、

書
物
の
上
の
研
究
と
、
人
の
口
か
ら
伝
は
つ
た
の
を
、
食
ひ
も
し
な
い
で
盛
ん

に
吹
聴
す
る
、
料
理
道
の
破
壊
者
で
（
２８
）

あ
る
」
と
非
難
し
て
い
る
。
伝
聞
情
報
の

み
の
食
通
で
あ
る
「
似
而
非
通
人
」
の
出
現
は
食
味
評
論
の
増
加
と
呼
応
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
新
聞
連
載
で
は
な
い
が
、
同
じ
く
大
衆
的
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
登
場
し

た
食
味
評
論
と
し
て
は
、
一
世
を
風
靡
し
た
大
衆
娯
楽
誌
『
キ
ン
グ
』
の
文
庫

シ
リ
ー
ズ
「
キ
ン
グ
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
食
卓
漫
談
』（
大

日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
が
あ
る
。
新
聞
連
載
物
の
『
味

覚
極
楽
』、『
美
味
珍
味
』、『
食
通
放
談
』
は
い
ず
れ
も
食
に
通
じ
て
い
る
人
物

た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
で
あ
る
が
、『
食
卓
漫
談
』
は
二
四
編
中
、
前
半
一

二
編
は
「
祖
父
の
長
寿
老
人
」
と
「
孫
娘
の
千
恵
子
（
２９
）

さ
ん
」
と
い
う
架
空
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
対
談
、
後
半
一
二
編
は
筆
者
不
明
の
随
筆
風
の
読
み
物
と
い

う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
前
半
は
一
家
団
欒
の
描
写
な
ど
が
挿
入
さ
れ
物
語
要

素
が
強
い
が
、
老
人
が
孫
娘
に
語
る
食
知
識
は
細
か
く
、
ま
た
後
半
で
は
食
情

報
に
純
化
し
、
全
編
に
わ
た
っ
て
お
茶
の
美
味
し
い
淹
れ
方
や
、
急
な
来
客
へ

の
冷
や
し
た
ビ
ー
ル
の
提
供
の
仕
方
、
美
味
し
い
食
材
の
見
分
け
方
な
ど
啓
蒙

的
な
要
素
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
「
は
し
が
き
」
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
「
一

家
の
食
堂
を
賑
は
し
、
来
客
の
饗
応
に
役
（
３０
）

立
つ
」
実
用
性
に
主
眼
を
置
い
た
食

味
評
論
本
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
キ
ン
グ
』
と
い
う
娯
楽
雑
誌
の
文
庫

レ
ー
ベ
ル
の
一
冊
で
あ
り
、
た
と
え
啓
蒙
的
要
素
の
強
い
食
情
報
で
も
娯
楽
コ
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ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
太
田
泰
弘
『
日
本
食
文
化
図
書
目
録

江
戸
〜
（
３１
）

近
代
』
に
お
け
る
近

代
の
部
「
食
通
（
文
学
エ
ッ
セ
イ
を
含
む
）」
の
目
録
を
見
る
と
、
単
著
の
食

味
評
論
も
一
九
三
〇
年
代
に
は
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
挙
げ

た
食
べ
歩
き
案
内
や
新
聞
連
載
の
食
味
評
論
な
ど
は
三
〇
年
代
の
半
ば
あ
た
り

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
き
、
四
〇
年
代
に
は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
単
著
の

食
通
談
は
四
〇
年
代
以
降
も
数
冊
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
俳
句
趣
味
を
土
台
と

し
て
「
大
東
亜
戦
下
に
於
て
一
億
国
民
挙
つ
て
『
乏
し
き
に
堪
へ
』
且
つ
『
足

る
こ
と
を
知
つ
て
』
た
べ
も
の
ゝ
真
の
美
は
し
さ
を
生
か
し
、
そ
の
限
り
な
き

楽
し
さ
に
（
３２
）

浸
る
」
こ
と
を
志
向
す
る
四
方
山
径
『
た
べ
も
の
歳
時
記
』（
立
誠

社
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
）
の
よ
う
な
時
局
を
意
識
し
た
も
の
も
登
場
し
て
お

り
、
目
録
上
で
は
武
者
小
路
実
篤
『
野
菜
讃
』（
愛
宕
書
房
、
一
九
四
四
年
五

月
）
を
最
後
に
戦
前
の
食
味
評
論
出
版
は
途
絶
え
て
い
る
。

以
上
、
新
聞
連
載
物
を
中
心
に
簡
単
な
概
観
を
示
し
た
が
、
関
東
大
震
災
以

降
の
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
食
味
評
論
の
出
版
が
盛
ん
に
な

り
、
食
情
報
が
娯
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
、
情
報
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
茶
粥
の
記
」
の
食
表
象
検
討
に
お
け
る
課
題

「
茶
粥
の
記
」
を
グ
ル
メ
小
説
と
位
置
付
け
る
時
、
主
要
な
モ
チ
ー
フ
は
食

通
と
お
粥
で
あ
ろ
う
。
食
通
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
食
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
食
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
通
常
実
際
の
食
体
験
へ
の

欲
求
を
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
鈴
木
は
見
聞
し

た
食
情
報
を
基
に
記
憶
力
と
想
像
力
を
駆
使
し
、
実
際
に
は
食
し
て
い
な
い
食

物
を
生
き
生
き
と
想
像
な
い
し
は
語
り
、
周
囲
か
ら
食
通
と
評
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
、
食
通
と
し
て
の
鈴
木
の
逸
脱
性
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ

て
き
た
が
、
何
故
食
わ
ざ
る
食
通
で
あ
る
こ
と
に
鈴
木
は
自
足
し
、
ま
た
そ
れ

が
他
者
に
通
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
、
と
い
う
点
は
見
落
と
さ
れ
て
き
た
。

妻
・
清
子
か
ら
「
あ
な
た
つ
て
変
ね
、（
…
）
食
べ
な
け
あ
詰
ま
ら
な
い
の

に
」
と
言
わ
れ
た
鈴
木
は
「
想
像
し
て
た
は
う
が
よ
つ
ぽ
ど
楽
し
い
よ
。
ど
ん

な
も
の
で
も
食
べ
ら
れ
る
し
ね
」
と
答
え
る
が
、
す
な
わ
ち
鈴
木
は
食
に
関
心

を
寄
せ
な
が
ら
も
、
実
際
の
食
味
体
験
よ
り
も
様
々
な
情
報
か
ら
創
出
さ
れ
た

想
像
上
の
味
覚
を
味
わ
う
こ
と
を
欲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
食
に
関
心
を
持
つ

鈴
木
を
実
際
の
食
味
体
験
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
要
因
と
し
て
、
昼
食
の
う
ど
ん

を
自
分
の
腹
に
「
二
杯
も
食
は
れ
ち
や
間
尺
に
合
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
経

済
的
余
裕
の
な
さ
、
ま
た「
雑
誌
社
の
座
談
会
に
招
ば
れ
て
支
那
料
理
の
馳
走
」

に
な
り
な
が
ら
も
帰
宅
後
に
「
腹
痛
」
を
起
こ
し
て
し
ま
う
胃
弱
と
い
う
身
体

的
な
問
題
の
二
つ
が
作
中
で
は
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
肝
要
な
の
は
食
通

に
な
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
条
件
で
あ
る
経
済
的
／
身
体
的
条
件
を
鈴
木
は
満

た
す
こ
と
が
出
来
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
食
へ
多
大
な
関
心
を
、
そ
れ
も
中
毒

を
起
こ
し
や
す
い
魚
介
類
の
生
も
の
（
牡
蠣
、
鮑
、
白
魚
、
鯛
、
鯉
）
に
強
い

興
味
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
、
食
へ
の
関
心
を
持
ち
な
が
ら
実
際
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
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と
い
う
状
況
下
で
人
が
覚
え
る
の
は
悔
し
さ
な
ど
の
負
の
感
情
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
自
ら
が
関
心
を
寄
せ
る
美
食
に
経
済
的
／
身
体
的
条
件
か
ら
接
近
で
き

な
い
は
ず
の
鈴
木
は
、
記
憶
力
と
想
像
力
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
条
件
を
克
服
し
、

食
を
趣
味
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
九

二
〇
年
代
半
ば
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
食
情
報
そ
の
も
の
が
情
報
商
品
と

し
て
人
々
の
関
心
を
呼
び
、
言
語
情
報
か
ら
食
を
楽
し
む
と
い
う
娯
楽
の
回
路

が
成
立
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
食
味
評
論
が
娯
楽
的
物
語
と
し
て
抽
象
化
・
自

立
化
し
、
読
者
が
自
身
の
食
生
活
と
は
無
関
係
に
情
報
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
状
況
が
出
現
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
鈴
木
の
在
り
よ
う
は
こ
れ
を

極
度
に
形
象
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
真
銅
は
清
子
の
食
行
動
に

触
れ
、
本
作
は
「
料
理
の
伝
達
に
関
し
て
、
そ
れ
が
想
像
力
に
委
ね
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
極
端
に
形
象
化
し
た
（
３３
）

作
品
」
と
指
摘
し
て
お
り
、

鈴
木
の
在
り
よ
う
に
も
一
部
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
夫
の
食
味
評
論

を
読
み
「
つ
ば
が
出
て
」
く
る
の
を
感
じ
る
清
子
と
、
情
報
商
品
と
し
て
の
食

情
報
を
積
極
的
に
見
聞
し
、
そ
れ
を
想
像
力
で
遊
ば
せ
る
こ
と
に
眼
目
を
置
い

て
い
た
鈴
木
と
の
間
に
は
食
を
め
ぐ
る
行
動
実
態
に
お
い
て
差
異
が
あ
る
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
留
意
し
た
検
討
が
ま
た
課
題
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
職
場
の
役
所
で
鈴
木
は
「
食
通
と
し
て
定
評
が
あ
つ
た
」。
味
覚
体

験
は
極
め
て
個
別
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
食
物
に
ま
つ

わ
る
食
通
談
を
虚
構
と
見
做
す
基
準
を
受
け
手
は
ほ
ぼ
持
ち
得
な
い
。
加
え
て
、

鈴
木
の
語
る
食
物
は
入
手
や
食
べ
ら
れ
る
場
所
に
行
く
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
、

か
え
っ
て
そ
の
よ
う
な
食
物
に
対
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
彼
の
食
通

性
を
裏
打
ち
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
食
味
評
論
と
い
う
文
脈
で
は
、
ど
の
よ

う
な
食
物
の
話
も
〈
珍
味
〉
や
〈
食
通
〉
談
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
り
得
る
。

「
食
通
と
な
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
実
際
の
味
覚
か
ら
一
旦
切
り
離
し
、

一
般
化
で
き
る
よ
う
な
言
葉
で
言
い
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
（
３４
）

な
い
」
の
で
あ
り
、

食
に
関
す
る
知
識
と
と
も
に
食
通
た
る
条
件
が
味
覚
の
言
語
化
で
あ
る
な
ら
ば
、

実
際
に
食
味
体
験
が
な
く
と
も
尤
も
ら
し
く
味
を
語
る
こ
と
で
、
食
通
た
り
え

る
余
地
が
生
ま
れ
る
と
言
っ
て
良
い
。

さ
ら
に
、
同
僚
た
ち
は
彼
の
「
話
か
ら
ま
だ
知
ら
ぬ
味
は
ひ
を
い
ろ
い
ろ
に

引
き
出
し
て
は
、
こ
つ
そ
り
と
空
想
の
中
で
舌
を
楽
し
ま
せ
る
」
の
で
あ
る
が
、

伝
聞
知
識
の
み
で
形
成
さ
れ
た
鈴
木
の
語
る
食
味
談
が
信
用
さ
れ
、
影
響
力
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
描
写
で
あ
る
。
鈴
木
は
想
像
力
を
媒
介
と
し
て
食

情
報
を
享
受
し
て
い
る
消
費
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
職
場
の
同
僚
た
ち
に
対
し

て
は
娯
楽
的
な
食
情
報
の
起
源
と
し
て
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
食
通
の
大
き
な
条
件
が
味
覚
の
言
語
化
で
あ
る
こ
と
に
支
え
ら
れ
、
か
つ

食
情
報
が
娯
楽
化
す
る
中
で
彼
の
食
味
評
論
が
他
者
に
と
り
消
費
す
る
に
値
す

る
娯
楽
性
を
有
し
て
い
た
た
め
に
鈴
木
は
食
通
と
し
て
職
場
や
知
人
た
ち
の
間

で
通
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

本
作
で
は
表
題
に
あ
る
よ
う
に
茶
粥
が
食
通
と
並
ぶ
主
要
な
食
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
茶
粥
は
「
郷
里
の
秋
田
」
の
「
善
福
寺
の
老
和
尚
か
ら
の

直
伝
」
で
、
清
子
の
得
意
料
理
か
つ
鈴
木
の
「
好
物
」
で
あ
る
。
茶
粥
の
み
な

ら
ず
粥
全
般
が
清
子
自
慢
の
料
理
で
あ
り
、
鈴
木
が
清
子
の
作
る
梅
干
粥
を
食

雑
誌
へ
の
寄
稿
文
で
取
り
上
げ
、
ま
た
「
客
を
も
て
な
す
に
も
清
子
の
お
粥
」
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を
用
い
る
ほ
ど
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
粥
が
身
近
な
料
理
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
作
中
で
粥
に
あ
る
種
の

美
食
的
意
味
合
い
が
付
与
さ
れ
て
い
る
た
め
、
時
代
背
景
と
粥
の
接
続
は
看
過

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
発
表
時
期
及
び
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
推

測
さ
れ
る
作
中
時
間
は
日
中
戦
争
下
で
あ
り
、
節
米
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た

時
期
で
あ
る
。
鈴
木
家
の
住
む
東
京
で
米
の
配
給
制
が
開
始
さ
れ
る
の
は
作
品

発
表
か
ら
数
か
月
後
の
一
九
四
一
年
四
月
か
ら
で
あ
る
が
、
一
九
三
九
年
に
は

既
に
米
穀
配
給
統
制
法
に
よ
っ
て
政
府
が
米
の
流
通
経
路
に
介
入
、
翌
一
九
四

〇
年
に
は
一
九
三
七
年
の
白
米
食
廃
止
運
動
よ
り
も
一
層
徹
底
し
た
形
で
節
米

運
動
・
代
用
食
奨
励
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
中
で
奨
励
さ
れ
た
も
の
の
一
つ

に
粥
食
が
あ
（
３５
）

っ
た
。
婦
人
雑
誌
で
も
節
米
が
叫
ば
れ
様
々
な
節
米
レ
シ
ピ
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
が
、
粥
食
も
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
つ
と
し
て
登
場
し
て

（
３６
）

い
る
。
つ
ま
り
、
清
子
の
自
慢
料
理
か
つ
鈴
木
の
「
好
物
」
で
あ
る
粥
と
い
う

料
理
は
戦
時
下
に
奨
励
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
時
代
状
況
と
符
合
す
る
食

物
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
粥
は
古
来
よ
り
日
常
食
と
し
て
食
さ
れ
て
き
た
反
面
、
七
草
粥
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
儀
礼
食
と
し
て
の
意
味
合
い
も
持
っ
て
お
り
、「
聖
・
俗
の

両
面
を
あ
わ
せ
持
つ
独
特
な
価
値
観
が
確
認
さ
（
３７
）

れ
る
」
二
面
的
な
食
物
で
も
あ

る
。
鈴
木
の
生
前
に
は
粥
の
味
を
褒
め
ら
れ
た
清
子
が
「
無
暗
と
お
粥
を
こ
し

ら
へ
」、「
そ
れ
が
毎
朝
つ
づ
く
」
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
夫
の
忌
明
け
に
な
り
郷

里
に
向
け
て
出
立
す
る
前
夜
に
は
「
久
し
振
り
で
茶
粥
を
炊
い
て
姑
と
二
人
で

味
は
」
い
、
鈴
木
の
遺
骨
に
供
え
て
い
る
。
故
人
と
の
共
通
経
験
を
有
す
る
あ

る
食
物
を
通
し
て
、
相
手
を
し
の
ぶ
と
い
う
行
為
は
一
般
的
で
あ
り
、
か
つ
こ

こ
で
は
た
ま
た
ま
鈴
木
の
「
好
物
」
で
あ
り
、
清
子
の
自
慢
料
理
で
あ
っ
た
の

が
粥
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
聖
／
俗
の
二
面
性
と
い
う
粥
の
持
つ
文
化
的

意
味
合
い
と
符
合
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
よ
り
肝
要
な
の
は
、
日
中
戦
争
下
と
い
う
世
相
に
お
い
て

粥
が
節
米
食
、
倹
約
的
な
日
常
食
と
位
置
付
け
ら
れ
つ
つ
も
、
本
作
で
は
鈴
木

家
の
つ
つ
ま
し
い
御
馳
走
と
し
て
、
ま
た
食
わ
ざ
る
食
通
で
あ
る
鈴
木
が
唯
一

実
食
を
伴
っ
て
食
味
評
論
し
た
食
物
、
つ
ま
り
鈴
木
が
唯
一
食
べ
ら
れ
た
美
食

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
井
の
食
事
の
一
風
景
と

し
て
粥
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
世
相
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
作
に
お
け

る
粥
は
単
な
る
実
用
的
／
経
済
的
な
料
理
と
し
て
で
は
な
く
、
日
常
的
で
つ
つ

ま
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
美
食
を
匂
わ
せ
る
食
物
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
日
常
の
中
の
僅
か
に
非
日
常
的
な
食
と
し
て
小
市
民
的
生
活
と

食
通
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
を
接
続
す
る
回
路
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
胃
弱
の
鈴
木
が
実
際
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
食
物
と

し
て
、
食
わ
ざ
る
食
通
と
い
う
空
洞
的
な
在
り
よ
う
に
身
体
性
を
付
与
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
時
代
と
の
符
合
と
い
う
点
で
あ
れ
ば
、
鈴
木
が
中
華
料
理
は
受
け

付
け
ず
、
粥
と
い
う
米
食
や
塩
鮭
の
弁
当
が
好
物
と
い
う
設
定
と
日
中
が
戦
争

関
係
に
あ
る
こ
と
と
の
換
喩
性
や
、
ま
た
「
た
だ
一
つ
の
清
子
の
希
ひ
」
で
あ

る
ミ
シ
ン
も
「
倹
約
や
消
費
の
制
限
を
中
心
と
す
る
戦
時
に
お
け
る
要
請
―
―

た
と
え
ば
既
製
服
を
買
っ
た
り
、
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
や
仕
立
屋
を
雇
っ
た
り
せ
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ず
に
、
家
庭
で
服
を
縫
う
こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
―
―
に
も
（
３８
）

合
致
」
し
て
い
る

物
で
あ
り
、
息
子
・
鈴
木
に
先
立
た
れ
る
母
と
い
う
設
定
も
非
常
に
世
相
的
で

あ
る
。
こ
れ
ら
時
代
状
況
に
緩
や
か
に
合
致
し
て
し
ま
う
種
々
の
要
素
は
本
作

を
検
討
す
る
上
で
今
後
掘
り
下
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
作
は
長
ら
く
そ
の
時
代
背
景
を
看
過
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
改
め
て

作
品
発
表
前
後
の
食
に
纏
わ
る
メ
デ
ィ
ア
状
況
や
粥
の
位
相
を
探
っ
て
み
る
と
、

本
作
の
食
モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
新
た
な
側
面
が
浮
か
び
上
が
る
。
鈴
木
の
食
通

と
し
て
の
在
り
よ
う
は
関
東
大
震
災
以
後
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
食
味

評
論
メ
デ
ィ
ア
が
活
発
化
し
た
状
況
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
食
わ
ざ
る
食

通
と
い
う
特
異
性
の
背
後
に
は
食
情
報
の
娯
楽
化
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た

粥
が
時
勢
か
ら
倹
約
食
と
し
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
食
状
況
を
参
照
す
る
こ
と
で
、

庶
民
の
食
と
し
て
の
粥
と
い
う
時
代
的
符
合
が
一
見
あ
り
な
が
ら
も
、
ま
た
そ

れ
と
は
異
な
る
意
味
合
い
が
本
作
の
粥
表
象
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
了
解

で
き
る
。
関
東
大
震
災
以
後
か
ら
敗
戦
に
か
け
て
の
食
味
評
論
の
よ
り
具
体
的

な
調
査
及
び
分
析
、
ま
た
節
米
食
と
は
ま
た
異
な
る
粥
の
文
化
的
位
相
の
析
出

な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
の
食
表
象
解
釈
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

食
は
人
類
に
普
遍
の
営
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
々
が
そ
の
中
で
よ
り
美
味

し
い
も
の
を
求
め
た
り
、
材
料
や
料
理
を
工
夫
し
た
り
、
美
味
し
い
店
を
探
す

と
い
っ
た
食
行
動
は
文
化
圏
や
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
、
文
化
的
／
歴

史
的
事
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
、
食
の
表
象
そ
れ
自
体
や
表
象
す
る
行
為
は
同
時

代
の
文
化
的
／
歴
史
的
事
柄
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
現

実
と
は
ま
た
独
立
に
あ
る
意
味
作
用
を
持
ち
う
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

文
学
作
品
に
お
け
る
食
モ
チ
ー
フ
に
対
す
る
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
単
な
る

グ
ル
メ
的
興
味
に
留
ま
ら
ず
、
文
化
的
／
時
代
的
背
景
を
視
座
と
す
る
こ
と
、

そ
の
上
で
あ
る
作
品
に
お
け
る
食
モ
チ
ー
フ
の
個
別
具
体
性
を
探
っ
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
、
本
稿
は
「
茶
粥
の
記
」
の
み
を
分
析
対
象

と
し
た
が
、
作
品
発
表
当
時
な
い
し
作
中
時
間
の
食
状
況
を
調
査
・
検
討
し
、

そ
れ
ら
を
視
座
と
し
て
同
作
に
お
け
る
食
モ
チ
ー
フ
の
位
相
を
析
出
し
よ
う
と

す
る
こ
の
一
連
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
、
他
の
文
学
作
品
に
お
け
る
食
描
写
の

検
討
に
も
有
効
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
以
上
の
矢
田
の
来
歴
は
近
藤
富
枝
『
花
蔭
の
人
―
―
矢
田
津
世
子
の
生

涯
』（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
五
月
）
に
拠
る
。

（
２
）
高
木
卓
「
創
作
月
評

二
月
」、『
帝
国
大
学
新
聞
』、
一
九
四
一
年
二

月
三
日
。

（
３
）
岡
澤
秀
虎
「
文
時
芸
評
―
―
二
月
の
小
説
―
―
」、『
早
稲
田
文
学
』、

一
九
四
一
年
三
月
一
日
。

（
４
）
除
村
吉
太
郎
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
排
す

佳
作
は
新
進
女
流
作
家
の

四
篇
」、『
帝
国
大
学
新
聞
』、
一
九
四
三
年
九
月
二
九
日
。

（
５
）
上
司
小
剣
「
文
芸
時
評
（
四
）
風
格
と
深
刻

餅
屋
で
な
い
も
の
が
餅

を
つ
く
傾
向
」、『
中
外
商
業
新
報
』、
一
九
四
一
年
一
月
三
一
日
。
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（
６
）
篠
田
一
士「
茶
粥
―
―
矢
田
津
世
子『
茶
粥
の
記
』」、『
世
界
文
学「
食
」

紀
行
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
一
四
四
頁
。
同
書
は
篠
田
一
士

『
グ
ル
メ
の
た
め
の
文
芸
読
本
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）

を
底
本
と
し
、
一
九
八
三
年
九
月
に
朝
日
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
初
版

の
タ
イ
ト
ル
を
表
題
と
し
て
改
め
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）
千
葉
俊
二
「
坂
口
安
吾
と
矢
田
津
世
子
（
矢
田
津
世
子
全
集
附
録
）」、

『
矢
田
津
世
子
全
集
』、
小
澤
書
店
、
一
九
八
九
年
五
月
、
一
二
頁
。

（
８
）
石
毛
直
道「
昭
和
の
食
―
―
食
の
革
命
期
」、
石
毛
直
道
・
小
松
左
京
・

豊
川
裕
之
編
『
食
の
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
‘89

昭
和
の
食
』、
ド
メ
ス
出

版
、
一
九
八
九
年
一
一
月
、
三
四
頁
。
石
毛
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
三
四
〜
三
五
頁
）。

（
…
）
い
わ
ゆ
る
グ
ル
メ
情
報
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
の
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
六
年
に
放
映
を
は
じ
め
た
テ
レ
ビ
番
組

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
が
そ
の
さ
き
が
け
と
な
り
、
昭
和
五
〇
年
に
は

「
料
理
天
国
」
が
は
じ
ま
る
。
ま
た
、
書
店
に
は
海
外
の
食
物
情
報

の
本
、
グ
ル
メ
本
、
食
べ
歩
き
ガ
イ
ド
な
ど
が
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。

（
９
）
大
河
内
昭
爾
「
文
学
に
み
る
粗
食
派
と
美
食
派
」、
石
毛
直
道
監
修
『
講

座
食
の
文
化

第
六
巻

食
の
思
想
と
行
動
』、
味
の
素
食
の
文
化
セ
ン

タ
ー
、
一
九
九
九
年
九
月
、
四
一
〇
頁
。

（
１０
）
種
村
季
弘
「
序
章

噓
ば
っ
か
り
」、『
食
物
漫
遊
記
』、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
一
年
三
月
（『
種
村
季
弘
の
ネ
オ
・
ラ
ビ
リ
ン
ト
ス
六

食
物
読

本
』
所
収
、
一
九
九
九
年
一
月
、
河
出
書
房
新
社
）
二
三
〇
頁
。

（
１１
）
真
銅
正
宏
「
グ
ル
メ
の
論
理
と
小
説
の
論
理
―
―
岡
本
か
の
子
「
食

魔
」・
矢
田
津
世
子
「
茶
粥
の
記
」」、『
食
通
小
説
の
記
号
学
』、
双
文
社

出
版
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
二
三
頁
。

（
１２
）
真
銅
正
宏
「『
食
通
放
談
』
と
グ
ル
メ
の
言
説
―
―
矢
田
津
世
子
「
茶

粥
の
記
」
の
出
典
に
つ
い
て
」、『
食
通
小
説
の
記
号
学
』、
双
文
社
出
版
、

二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
二
八
頁
。

（
１３
）
伊
藤
俊
治
「
日
本
の
一
九
二
〇
年
代
」、
平
井
正
・
保
坂
一
夫
・
川
本

三
郎
・
山
田
孝
延
・
伊
藤
俊
治
『
都
市
大
衆
文
化
の
成
立
』、
有
斐
閣
、

一
九
八
三
年
五
月
、
一
八
二
〜
一
八
三
頁
。

（
１４
）
福
田
育
弘
「
外
食
の
大
衆
化
と
飲
食
空
間
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
―
―
関
東

大
震
災
後
の
飲
食
場
の
再
編
成
―
―
」、『
学
術
研
究

人
文
科
学
・
社
会

科
学
編
』
第
六
二
号
、
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
育
会
、

二
〇
一
四
年
三
月
。

（
１５
）
南
博
「
総
説
」、
南
博
編
集
代
表
『
近
代
庶
民
生
活
誌

第
六
巻
』、
三

一
書
房
、
一
九
八
七
年
一
二
月
、
五
八
五
頁
。「
通
双
書
」
の
表
記
は
原

文
マ
マ
。

（
１６
）
「
通
叢
書
発
刊
の
言
葉
」、
楽
満
斎
太
郎
『
日
本
料
理
通
』、
四
六
書
院
、

一
九
三
〇
年
三
月
、
二
頁
。

（
１７
）
通
叢
書
の
う
ち
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
食
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
と
見
ら
れ

る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
後
藤
朝
太
郎『
支
那
料
理
通（
第
二
巻
）』、

斎
藤
義
政
『
果
物
通
（
第
五
巻
）』、
入
江
幹
蔵
『
鰻
通
（
第
七
巻
）』、
酒

井
真
人
『
カ
フ
エ
通
（
第
八
巻
）』、
秋
山
徳
蔵
『
西
洋
料
理
通
（
第
一
三

巻
）』、
楽
満
斎
太
郎
『
日
本
料
理
通
（
第
一
七
巻
）』、
野
村
雄
次
郎
『
天

麸
羅
通
（
第
一
八
巻
）』、
鈴
木
氏
亨
『
酒
通
（
第
二
五
巻
）』、
三
好
右
京

『
菓
子
通
（
第
二
八
巻
）』、
村
瀬
忠
太
郎
『
蕎
麦
通
（
第
三
三
巻
）』、
永

瀬
牙
之
輔
『
す
し
通
（
第
四
〇
巻
）』、
門
倉
国
輝
『
喫
茶
と
ケ
ー
キ
通
（
第

四
三
巻
）』。

（
１８
）
小
野
賢
一
郎
「
序
」、
東
京
日
日
新
聞
社
会
部
編
『
味
覚
極
楽
』、
光
文

社
、
一
九
二
七
年
一
二
月
、
二
頁
。
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（
１９
）
『
読
売
新
聞
』、
一
九
三
七
年
七
月
二
七
日
朝
刊
、
三
頁
。

（
２０
）
注
１１
真
銅
前
掲
論
文
、
四
三
頁
。

（
２１
）
白
木
正
光
「
は
し
が
き
」、
時
事
新
報
社
家
庭
部
編
『
東
京
名
物
食
べ

あ
る
記
』、
正
和
堂
書
房
、
一
九
二
九
年
一
二
月
、
一
頁
。

（
２２
）
「
向
島
雲
水
」、「
日
暮
里
、
羽
二
重
団
子
」、「
駒
形
ど
ぜ
う
」、「
向
島

さ
く
ら
餅
」、「
お
つ
な
す
し
」、「
神
田
の
藪
」、「
も
も
ん
じ
い
豊
田
屋
」、

「
柴
又
く
さ
餅
」
な
ど
。
こ
れ
ら
の
『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る
記
』

昭
和
八
年
版
へ
の
再
録
に
あ
た
っ
て
は
、
い
く
ら
か
の
加
筆
修
正
を
行
い

つ
つ
も
『
東
京
名
物
食
べ
あ
る
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
記
事
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
収
録
し
て
い
る
。

（
２３
）
本
山
荻
舟
「
は
し
が
き
」、
本
山
荻
舟
編
『
美
味
廻
国
―
―
荻
舟
料
理

雑
話
』、
四
條
書
房
、
一
九
三
一
年
四
月
、
一
〜
二
頁
。

（
２４
）
近
藤
裕
子
「
解
題
」、
近
藤
裕
子
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市

文
化
第
一
三
巻

グ
ル
メ
案
内
記
』、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
六
五
九
頁
。

（
２５
）
真
銅
は
岡
本
か
の
子
「
食
魔
」（
一
九
四
一
）
に
お
け
る
珍
し
い
食
物

の
表
象
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
注
１１
真
銅
前
掲
論
文
、

二
五
〜
二
六
頁
）。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
感
覚
の
読
者
に
よ
る
共
有
の
可
能
性
を
開

く
た
め
に
、
味
覚
は
譬
喩
に
よ
り
再
構
成
さ
れ
、
伝
達
さ
れ
よ
う
と

す
る
。
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
見
た
目
、
香
り
、
そ
し
て
料
理
法

ま
で
が
提
示
さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
。
読
者
は
そ
の
文
字
を
と
お
し
て
、

味
を
再
現
す
る
こ
と
に
な
る
。（
…
）し
か
も
そ
れ
は
、
知
ら
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
再
現
で
は
な
く
、
む
し
ろ
想
像
力
に

よ
る
創
造
な
の
で
あ
る
。

（
２６
）
湯
朝
竹
山
人
「
杯
洗
の
水
」（
一
九
二
八
年
発
行
の
『
食
道
楽
』
に
掲

載
）、『
食
通
耳
学
問
』、
紅
玉
堂
書
店
、
一
九
三
〇
年
六
月
、
五
頁
。

（
２７
）
魚
谷
常
吉
「
食
通
」、『
味
覚
法
楽
』、
秋
豊
園
出
版
部
、
一
九
三
六
年

七
月
、
一
八
九
頁
。

（
２８
）
注
２７
魚
谷
前
掲
書
、
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
。

（
２９
）
『
食
卓
漫
談
』、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
、
三

頁
。

（
３０
）
注
２９
前
掲
書
、「
は
し
が
き
」、
一
頁
。

（
３１
）
太
田
泰
弘
『
日
本
食
文
化
図
書
目
録

江
戸
〜
近
代
』、
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年
四
月
。

（
３２
）
四
方
山
径
『
た
べ
も
の
歳
時
記
』、
立
誠
社
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
、

三
四
五
頁
。

（
３３
）
注
１１
真
銅
前
掲
論
文
、
二
三
頁
。

（
３４
）
注
１１
真
銅
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。

（
３５
）
石
川
尚
子
「
第
二
次
世
界
大
戦
と
厳
し
い
食
生
活
」、
石
川
寛
子
／
江

原
絢
子
編
著
『
近
現
代
の
食
文
化
』、
ア
イ
・
ケ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

二
〇
〇
二
年
四
月
、
一
三
八
〜
一
四
三
頁
。

（
３６
）
斎
藤
美
奈
子
「
総
力
戦
は
節
米
か
ら
」、『
戦
下
の
レ
シ
ピ
―
―
太
平
洋

戦
争
下
の
食
を
知
る
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
七
月
、
三
二
頁
。
婦

人
雑
誌
で
は
様
々
な
節
米
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
斎
藤
は
一
九
四
一

年
頃
ま
で
の
節
米
料
理
に
は
「
ま
だ
あ
ま
り
切
実
感
が
な
い
」
も
の
で
、

「「
節
米
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
理
念
が
先
行
し
て
い
る
」（
三
九
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。

（
３７
）
八
木
橋
伸
浩「
粥
の
聖
と
俗
―
―
価
値
観
の
変
容
と
現
代
的
展
開
―
―
」、

田
中
宣
一
・
松
崎
憲
三
編
著
『
食
の
昭
和
文
化
史
』、
お
う
ふ
う
、
一
九

九
五
年
十
月
、
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
。
八
木
橋
は
水
気
を
多
く
し
た
米
料

理
（
粥
、
雑
炊
、
湯
漬
、
茶
漬
）
の
中
で
、
粥
だ
け
が
儀
礼
食
と
し
て
聖

性
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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（
３８
）
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
「
消
費
、
生
活
、
娯
楽
の
「
貫
戦
史
」」、『
岩

波
講
座

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
６

日
常
の
中
の
総
力
戦
』、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、
一
三
七
頁
。

付
記

「
茶
粥
の
記
」
の
本
文
引
用
は
『
矢
田
津
世
子
全
集
』（
小
澤
書
店
、

一
九
八
九
年
五
月
）
に
拠
る
。

（
か
と
う

あ
す
な

大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学
生
）
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